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障害者を対象とするⅢ類 試験問題例 

１ 教養試験 

（１）知能分野

〔判断推理〕

（正答 ３）

500人の旅行者に対して、 都内で行ったことがある観光地について調べ

たところ、 次のことが分かった。

ア 秋葉原、 お台場及び高尾山のうち、 いずれも行ったことがない旅行者は50人で

あった。

イ 秋葉原又は高尾山に行ったことがある旅行者は425人であった。

ウ 秋葉原に行ったことがある旅行者は275人であった。

工 お台場及び高尾山の両方に行ったことがある旅行者は40人であった。

オ 秋葉原、 お台場及び高尾山の全てに行ったことがある旅行者は15人であった。

以上から判断して、 高尾山のみに行ったことがある旅行者の人数として正しいの

はどれか。

1. 75人

2. 110人

3. 125人

4. 140人

5. 160人
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〔数的処理〕 

（正答 ４）

 　 下の図のように、 一辺の長さaの正方形の対角線の交点と一辺の長さ2a

の正方形の対角線の交点を、 それぞれ一辺の長さ3aの正方形の異なる頂点に重ね

たとき、 この三つの正方形によってつくられる太線で囲まれた部分の面積として、

正しいのはどれか。
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〔資料解釈〕 

（正答 ５）

次の図から正しくいえるのはどれか。

日本における公共機関からの分類別工事受注額の推移

(1 0億円）
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1. 2018年から2022年までの 5 か年における下水道の工事受注額の年平均は、

12,000億円を上回っている。

2. 2019年における道路の工事受注額を100としたとき、 2020年から2022年までの

各年における道路の工事受注額の指数は、 いずれの年も135を下回っている。

3. 2020年から2022年までの各年についてみると、 工事受注額の合計に占める

治山・治水の割合は、 いずれの年も20％を上回っている。

4. 2021年と2022年の工事受注額についてみると、 道路に対する教育・病院の比率

及び教育・病院に対する下水道の比率は、 いずれも45％を下回っている。

5. 2022年における工事受注額の対前年増加率を分類別にみると、 最も大きいのは

教育・病院であり、 最も小さいのは治山・治水である。
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〔空間概念〕 

（正答 ４）

　  下の図のように、 三角形 ADE が、 直角三角形 ABC を頂点 A を中心に

90
゜

回転させたものであるとき、 辺BC が通過する部分の面積として、 正しいのは

どれか。 ただし、 円周率は冗とする。

D

E ＼ 

B

1. 20 冗

2. 24 冗

3. 32 冗

4. 36 冗

5. 40 冗
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（２）知識分野

〔生活常識〕

（正答 １）

日本における契約に関する記述として、 妥当なのはどれか。

1. 契約とは、 法律で保護された約束事のことをいい、 原則として、 誰とどのよう

な内容で契約するかを当事者同士で自由に決めることができる。

2. 契約を締結するには契約書を作成する必要があり、 契約書のない口約束では、

契約が成立しているとは認められない。

3. 未成年者は法律行為を行う行為能力が不十分とされるため、 未成年者が交わし

た契約は、 無条件で一方的に取り消すことができる。

4. ク ーリ

合に、 一

ング・ オフは、 トラブルになりやすい訪問販売や通信販売で契約した場

定の期間内であれば一方的に契約の解除ができる制度である。

5. 契約は法的拘束力を持つため、 事業者と消費者との契約の条項が消費者の利益

を不当に害する場合であっても、契約後に当該条項を無効とすることはできない。
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〔人文科学系〕 

（正答 ５）

    古代日本に関する記述として、最も妥当なのはどれか。

1. 7世紀末以前頃まで、日本列島の人々は篠韮、その国は倭国と呼ばれ、 1世紀

につくられた『漢書』地理志によると、倭寇の社会は百余国に分かれ、帯方郡に

定期的に使者を送っていたとされる。

2. 中国の歴史書『史記』によると、倭国では2世紀末頃に起きた争乱を収めるた

め、諸国が共同して邪馬台国の卑弥呼を女王に立てた結果、邪馬台国が倭国を統一

したとされる。

3.
おおぎみ

5世紀後半から6世紀にかけ、大王を中心としたヤマト政権は、東北地方から

九州南部におよぶ地方豪族を含み込んだ支配体制を形成し、「宋書』倭国伝には

倭の五王が南朝に朝貢し、倭王の称号と金印が贈られたことが記されている。

4.
うまやと

6世紀後半、蘇我馬子や厩戸王らは協力して国家組織の形成を進め、冠位

十二階や憲法十七条が定められるとともに、中国との外交においては、倭の五王
ようだい

時代にならい皇帝に臣属し、隋の爆帝から厚遇された。

5. 7世紀後半、倭は白村江の戦いで唐・新羅連合軍に大敗したが、天智天皇の庚
：：：ねんじゃく りょう

午年籍の作成、天武天皇の律令や国史の編纂の開始、持統天皇の飛鳥浄御原令

の施行など、内政の充実に力が注がれ、中央集権的国家体制の形成が進んだ。
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〔社会科学系〕 

（正答 ５）

日本の司法制度に関する記述として、 妥当なのはどれか。

1. 司法権の独立のため、 裁判官は、 身分が強く保障されており、 心身の故障のた

めに職務を行うことができなくなった場合を除いて罷免されることはない。

2. 裁判を誤りのないようにするため、 判決に不服な場合、 同 一事件について2回

まで裁判を受けることができる二審制がとられている。

3. 最高裁判所には、 下級裁判所と異なり違憲立法審査権が付与されているが、 こ

4.

れまでに違憲判決が出された例はない。

 民事事件の第一審においては、 国民から選ばれた裁判員が審理に加わる裁判員

制度が導入されている。

5. 検察官が不起訴にした事件に対し、 不服のある者は、 不起訴の見直しを求める

ため検察審査会に審査を請求することができる。
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〔自然科学系〕 

（正答 ２）

宇宙の誕生と宇宙の姿に関する記述として、 最も妥当なのはどれか。

1. 宇宙は、 約38億年前に誕生し、 誕生直後は、 宇宙の物質が拡散した低密度で低

温な状態であり、 そこから次第に収縮して温度の上昇が進み、 現在の宇宙になっ

たと考えられている。

2. ビッグバンモデルでは、 宇宙が誕生した直後に大量の素粒子が生まれ、 それら

から陽子や中性子ができ、 さらに陽子や中性子が集まってヘリウムの原子核がで

きたとされる。

3. 宇宙の誕生から約1万年後、 それまでバラバラに運動していた電子と陽子、 電

子とヘリウムの原子核がそれぞれ結合したことにより、 光が直進できるようにな

り、 宇宙の晴れ上がりと呼ばれる、 星が存在する状態になったとされる。

4. 恒星は、 物質が自らの重力により収縮し、 その収縮が加速度的に進み温度が上

5.

昇し、 やがてヘリウムが核分裂反応を始め、 自分自身で光を放つようになること

で誕生したとされる。

 多数の恒星からなる銀河系は、 恒星が密集して膨らんだハロ ー （中心核）、 恒

星が渦巻き状に分布するディスク（円盤部）、 それらを取り囲むバルジから構成

され、 地球を含む太陽系はハロ ーに位置していると考えられている。
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２ 作文 

あなたが警察行政職員として仕事をする上で、最も大切にしたいことを述べなさい。 




